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島本町では、1先人たち―が大切に1遺―してきた数多くの文化財の存1在が周知されています。これ―ら

の文化財を守り、後世に正しく伝えることは現代を生きる我たの責務でありますも教育委員会で

は、題蔵文化財についてもその保護と周知を行うとともイ「と、未だ遺跡の確認さ|れていない地域で

の調査も実施し、新たな1簸文化財の発見にも雰めております。

1本書は、平成17年度都市計画道路桜井駅跡線 (駅前広場)整備に伴い行なった、桜井駅跡遺跡

発掘調査の成果を報告するものであります。

調査にあたりましては|、 多本なご指導ご協力を賜りました関係話機関の皆様には、深く―感謝し

お礼申し上げますとともに、本町の今後の文化財保護行政に対し、変わら|ぬご理解とご支援を賜

りますようお願い.申 し上げます。

平1成13年 3月

島ネケ教育卒員会

瓶奪接 國 島 久 奪肇



例

1。 本書は、平成17年度者ヽ市計画道路桜井駅跡線 (駅前広場)整備に伴 う埋蔵文化財発掘調査 と

して、大阪府教育委員会事務局文化財保護課の指導のもと、島本町教育委員会が実施 した、桜

井駅跡遺跡発掘調査調査報告書である。

2.調査は、島本町教育委員会事務局社会教育課嘱託職員中津 梓を担当者とし、平成17年 5月

10日 に着手 し、平成18年 3月 31日 に本書の刊行をもって完了した。

3。 調査及び整理作業にあたり、下記の調査員及び調査補助員の赤加を得た。 (五十音順 )

【調 査 員】  久保直子、坂根 瞬

【調査補助員】  秋月俊也、岩琢祐治、成瀬光一、藤野好博、松村祐香、向井佑介、

山口耕司、山本秀樹、吉村光子、鷲田紀子

4。 本書の執筆は中津が行い、作成・編集は中津、久保、坂根、吉村が行なった。

5。 現地作業及び整理作業においては、下記の関係各機関ならびに方々には貴重なご指導ご教示

を賜つた。記してここに感謝の意を表します。 (敬称略、五十音順)

大阪府教育委員会事務局文化財保護課、財団法人長岡京市埋蔵文化財センター、久保哲正 (京

都府教育庁指導部文化財保護課)、 小森俊寛 (財団法人京都市埋蔵文化財研究所)、 大洞真白

(京者[府八幡市教育委員会事務局社会教育課)、 菱田哲郎 (京者[府立大学)

例

1.本書に用いた標高は、東京湾平均海水面 (To P.)を基準 とした数値である。方位は、国

土座標第Ⅵ系における座標北である。

2.土層断面図の土色は、小山正忠・竹原秀夫編『新版標準土色帖』第12版を使用 した。

3.遺構記号については、以下の通 りである。

SD:溝       SE:井 戸      SK:土 坑

SX:性 格不明遺構  P:ピ ット

H
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I 周辺の環境

地理的環境

島本町は大阪府の北東端に位置 し、京都府 との府境に接する面積16.78k� の町である。北は京

都市西京区、京都府長岡京市、北東は京都府大山崎町、東南は京都府八幡市、南は大阪府枚方市、

西は大阪府高槻市に隣接する。町域の東南部で、桂川、木津川、宇治川の三川が合流 して淀川と

なり、南西に流れ大阪湾へそそぐ。この地域で淀川が造 り出す台地上の地形は、北側の天王山山

塊 と南側の生駒山地の北端 となる八幡市の男山丘陵とを分ける山崎狭降部と呼ばれる。また、島

本町内を平城京や平安京と大宰府を連絡する山陽道 (江戸時代には西国街道 として継承される)

が通過 してお り、このような地理的環境は古 くから島本町の歴史の発展を支える重要な条件 と

なってきた。また、自然環境の面にも恵まれ、近年大阪府の天然記念物に指定された「若山神社

のツブラジイ林」があり、「大沢のスギ」「尺代のヤマモモ」をはじめ、豊かな自然が残されてい

る。

歴史的環境

現在島本町内では、埋蔵文化財包蔵地 として17の遺跡が周知されている。山崎西遺跡で国府型

ナイフ形石器が採集されている1)こ とから、島本町域では旧石器時代の終わり頃から人々が生活

しはじめたと考えられる。そして、越谷遺跡で縄文・弥生時代の土器が出土 している2)こ とから、

狩猟・採集の時代から集団で稲作を始める頃へ と、人々の生活が途切れることなく営まれたこと

が想像される。また、弥生土器が表面採集されている桜井遺跡も、弥生時代後期の高地性集落で

あったと考えられているが、以前行われた試掘調査では遺構・遺物の存在がなかったため、その

性格については不明である。古墳時代では、桜井地区の源吾山遺跡と神内古墳群から古墳の副葬

品であろう土器や鉄器が採集され、後に行われた調査時にも出土 している3)oこ れは、付近の山

麓に古墳が存在 していたこと、またその近辺に古墳時代、集落があったことを示すものである。

奈良時代 になると、山崎の鈴谷には瓦窯が造 られた。この鈴谷瓦窯は、奈良の東大寺に関連す

る窯であるとされてお り、昭和29年の町営住宅造成時に2基発見されている。また、水無瀬川を

挟んだ対岸には、東大寺の管轄する荘園「水無瀬荘」が造営された。正倉院に伝わる『摂津職嶋

上郡水無瀬荘図』に、当時の水無瀬荘の様子が描かれている。奈良時代 も終わり頃となり、都が

平城京から長岡京、そして平安京に遷るにつれ、島本町はその水陸両方の利便性から交通上重要

な位置を占めるようになった。山崎津推定地は、京都府の大山崎ではなく、島本町内の淀川西岸

北部にあた り、山崎津は長岡京や平安京の外港的性格の川港 として発展する。『延喜式』及び『土

佐 日記』・『更級 日記』により、山崎駅や山崎津の様相を見て取れる。また、この地方は天皇や貴

族たちの遊覧の地となり、桓武天皇や嵯峨天皇が頻繁に訪れた。中でも後鳥羽上皇は、鎌倉時代

に水無瀬離宮を造営 し、遊興の時を過ごしたと言われている。なお近接地の広瀬遺跡は、同時代

-1-



の遺訴で―あり出土錢物などからは、山崎津と直接的な関連を有とながら―発展した遺跡であつたと

推測される1。

今回の発掘謝査地のi北側に隣接する目指定史跡桜井駅跡については、南地朝動乱期れ る延元.

元年.(お361、 橋本正康が湊川の戦いのため兵庫へ下向する途中、嫡子正行をi河内に帰すべく、

桜井―駅にて遺副をt訣別した.と F対記』に記されている。太正10年 (1921)3月 、日史鱗に指

定された。

註>
1)島本町真編さん委員会編11975「第二章1第‐節 最初の|あ しあとJF島本町真 本文編J

2)名紳高速遭路内遺跡調査会 199″ i饒遺跡他発掘調査報告書J「名41HI高速道路内造跡調査会調査報告

書J第 2韓

3)a島本町1吏編さん委員会編 ■975「第二章1第二飾 古壌時代」「島本町鬼 本文翻

b註 2う

4う 島本町教育委員会 l1991『島本町運蔵文化財調査報告書』第 1集

-2-
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第 1図 島本町内文化財分布図 (1/25000)

1.山崎古墓 2.山 崎東遺跡 3山崎西遺跡 4鈴谷瓦窯跡 5,御所ノ平遺跡 6水無瀬荘跡
7.広 瀬遺跡 8.水無瀬離宮跡 9桜井御所跡 10桜井遺跡 11.桜井焼窯跡 12.(伝承地)待宵小侍従墓
13桜井駅跡遺跡 ⑬.[国]史 桜井駅跡 (楠木正成伝説地)14御所池瓦窯跡 15越谷遺跡 16神内古墳群
17.源吾山古墳群 18.広瀬南遺跡 19.[国 ]重文 水無瀬神宮茶室・客殿 20[府指]有文 関大明神社本殿
21.西 国街道 22.[府 指]天 若山神社ツブラジイ林群 23.[府 指]天 尺代のヤマモモ 24.[府指]天 大沢のスギ
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Ⅱ 調査の概要

この調査は、平成17年度都市計画道路桜井駅跡線 (駅前広場)整備に伴い行なったものである。

調査地は、国史跡桜井駅跡の南側に隣接する面積約1,600だ の土地であり、桜井駅跡遺跡の包蔵地

となっている。 しか し、これまで史跡範囲を含めて当遺跡内では本格的な調査が行われていな

い。今回の発掘調査においては、古代及び中世における遺構面を検出し、それらの歴史的様相を

正確に把握 して、記録することを主な調査 目的としている。調査は、現代表土層および造成土層

を重機で掘削 し、それより下層の堆積土層を人力で一層ごとに掘削 し、遺構面および遺構の検出

や遺構の掘 り下げ調査を進めるという、一般的な発掘調査手順で行なった。なお、土置 き場と車

の進入路等確保のため、調査区を北半 。南半に三分 して北半から調査を開始 し、その終了後に南

半の調査 を行なった。発掘調査の記録は、調査区の平面 (S=l i 100及 び 1:20)。 土層断面

(S=l i20)の 図化、各遺構平面・断面の図化 (S=l i10)、 写真撮影等を行なった。
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第 2図 調査地位置図 (1/2000)
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第 3図 調査区北半 全体図 (1/120)
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(1)調査区北半における調査の概要

調査区北半における調査については、平成17年 5月 10日 から同年 6月 27日 までの約 2ヶ 月間に

わたって行なった。北半・南半 ともに基本層序は、現代表土層 (1層 )、 田の床土 (3層 )、 床土

的な性格を持つ近世期包含層 (4層 )、 中世期包含層 (9層 )と なっている。堆積土は灰色土がベー

スとなり、砂質やシル トの層がその大半を占める。北壁では瓦組の井戸であるS E211の掘 り方

(2層 )や、近世期の柵状の痕跡 (5層 )、 中世期の溝 (7・ 8層 )な どを確認 した。今回の面

的な調査は、中世期包含層直上の 中世遺

構面において行なった。なお、近世期包含

層の掘削時には、若干の近世期遺物及び中

世期の上師器皿などが出土 した。

1.検出遺構

調査区北半における主な検出遺構 として

は、石組や瓦組などの素材、構築方法及び

使用時期のそれぞれ異なる 5基の井戸や、

集石遺構、道路状遺構などが挙げられる。

それぞれの遺構の時期については、出土遺

物から見て室町時代後半から江戸時代後半

までに該当すると考えている。また、遺構

に伴わない包含層内出土遺物の中には、今

回の調査遺構面の相当時期よりも1000年以

上さかのぼる、弥生時代や古墳時代の土器

なども含まれている。それぞれの詳細につ

いて、以下に述べてい く。

S E 124(第 5図 )

調査区北端付近で検出した、掘 り方の直

径約 1。 3m、 深 さ約 lmの素掘 り井戸であ

る。後述の石組の井戸 と比較すると、井戸

底が約 lm浅 く、湧水の具合 も顕著ではな

いことから、恒常的な使用のあった可能性

は低いと考えられる。出土遺物は土師器皿

が少量程度であった。

Y=-30,480

時
ヽ
「ヽ
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Ｘ
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Ｉ
‐
一
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ヽ
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ω
剖

1.Hue2.5Y
2. Hue2.5Y

3. Hue2.5Y
4. Hue2.5Y

5. Hue5Y
6. Hue5Y
7. Hue5Y

餌

晒

開

躍

開

ｍ

ｍ

明黄褐色粘質土礫混じり

明責褐色粘質土砂混じり

責褐色粘質シル ト鉄分混じり

黄褐色シルト鉄分混じり

灰色粘質土

灰色ンル ト鉄分混 じり

灰色粘砂土礫混 じり

o                             2m

第 5図  S E124平 面図・断面図 (1/30)
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S E l18(第 6図 ・図版 2)

調査区北端付近で検出し

た、石組の井戸枠を持つ井

戸である。掘 り方は若千六

角形のように見える、やや

角を残 した円形であ り、直

径 。深さはともに約 2mで

ある。石組自体の残存状況

は非常に悪 く、底部よリー

段あるいは二段を残すのみ

である。

井戸の底部付近の井戸枠

埋土内より、曲げ物 と漆塗

りの椀が出土 した。その他

の出土遺物は、土師器皿・

不明石製品である。

S E174(第 7図・図版 3)

調査 区中央部で検 出 し

た、石組みの井戸枠を持つ

井戸である。掘 り方は楕円

形であり、長辺約3.6m、 短

辺約2.6m、 深 さ約 2mで

ある。

前述の S El18と 比較す

ると、石組の残存状況はか

なり良好であり、全周にお

灰オリーブ粘砂鉄分混じり

オリーブ粘質シルト鉄分混じり

黄褐色シル ト

オリーブ褐色粘質土鉄分混じり

暗灰黄色粘質シルト鉄分混じり

灰オリーブ色粘質土鉄分混じり

0

N

X=-124,467

l Hue5Y
2. Hue5Y
3 Hue2 5Y
4 Hue2 5Y
5 Hue2 5Y
6 Hue7 5Y

囲
開

“

И

襲

開

開

閉

靱

ψ

陀

7  Hue5Y
8. Hue10YR
9 Hue2 5Y
10.Hue5Y
ll Hue10GY

L=110m

灰オリーブ色粘質土鉄分混じり

責掲色粘質シルト鉄分混じり

黄灰色粘質土

灰色粘質土

暗緑灰色粘質土

第 6図  S El18平面図・断面図 (1/30)

いて三段あるいは四段、部分によってはそれ以上を残す。井戸枠埋土内からの出土遺物は、土師

器皿 。青磁椀・す り鉢の他、掘 り方内の上端近 くにおいて弥生時代の甕が出上 した。これについ

ては、井戸の掘削時に出上 した弥生土器を廃棄 したものが、井戸の使用時に撹拌されたか、ある

いは井戸の使用時に掘 り方の壁面が崩れ、弥生土器が露出したなどの可能性が考えられる。いず

れにせよ、井戸の使用年代 と直接的な関連性がないことは確かである。

＜
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10. Hue2 5GY
ll.Hue2 5Y

第 7図  S E174平 面図・断面図 (1/30)

L=110

4/2 暗灰黄色砂質土焼土含む
4Ю 暗オリーブ色砂質土鉄分含む
5/2 灰オリーブ色粘質土鉄分含む
5/3 灰オリーブ色粘質土
5/1 責灰色粘質土鉄分含む
3/2 オリーブ黒色ブロック
4/1 灰色粘質土鉄分含む
5/1 灰色粘質土鉄分多含
4/1 灰色粘質土焼土・ブロック含む
4/1 暗オリーブ灰色粘質シルト鉄分多含
5/6 黄褐色粘質土

2m
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S E211(第 8図 。図版 3)

調査区北西端付近で検出した、瓦組の

井戸枠を持つ井戸である。江戸時代末期

(19世紀)頃 に造られたと考えられる。

直径約0.9mで 一段 につ き縦約30cm、 横

約25cmの井戸瓦10枚 を用いている。

井戸枠については、瓦と瓦の接する部

分を、煉瓦積みのように一段ごとに半分

ずつ横へずらして、安定性を保つ工夫を

加えながら造 られている。深さについて

は、瓦三枚分 (深 さ約0。 8m)ま では掘

削 して確認 したが、安全面の問題等があ

り、完掘には至らなかった。

瓦組井戸の普及は基本的に丼戸枠専用

の井戸瓦の出現以降である。井戸瓦の製

作は大阪府堺環濠都市遺跡で中世末期の

16世紀に始まり、近世には大阪・京都を

中心 として普及するようになる。一段に

使われる枚数は大体偶数であ り、 8枚使

用、10枚使用のものがその大半を占めて

いる。井戸瓦の外面の刻印は、 くさび形

が主流であるが、それ以外の刻印もしば

しば見 られる。ちなみに、 S E211の 井

戸瓦の文様はくさび形であるが、一枚一

枚 くさび形の本数や向きが異なる。

S X300(第 9図 。図版 1)

調査区東端で検出 した集石遺構であ

る。長さ約 3m、 幅約 lmの範囲に渡つ

てお り、そのほとんどが 自然石である

が、中に江戸時代の石臼片が混入 してい

た。その様相から見ておそらく茶臼であ

ると思われる。

1. Hue2 5Y

2. Hue5Y
3. Hue5Y
4.Hue7 5Y

0 lm

第 8図  S E211平面図 。断面図 (1/20)
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灰色砂質土鉄分含む

灰責色シルト鉄分多含

第 9図  S X300平面図・断面図 (1/30)

道路状遺構 (第 10図 )

調査区北半の北端から南端にかけて、細礫を含んだ土層を帝状に確認 したため、道路遺構であ

ることを想定 しながら調査を進めた。道路側溝及び路面であると考えられる遺構 を土層観察に

よって確認 したが、遺物が全 く出土 しないこともあり、これについては調査区南半で詳細に調査

した。

A

灰責色砂質土鉄分含む

灰白色シルト鉄分少含 (直径5～ 10cm程度の河原石多含)

灰オリーブ色砂質土 (直径2～ 3cm程度の河原石含む)

灰色砂質土鉄分含む
灰色土
灰責色シルト鉄分多含
褐仄色土 (5cm程 度のユ可原石多含)

褐灰色シルト鉄分多含
灰責褐色砂 (1～ 5cmの 河原石・普通の石多含)

第10図  道路遺構部断割断面図 (1/80)

黄褐色砂 (1～ 5cm程度の河原石多含)

灰色砂 (5cm程度の,可原石多合)

灰オリーブ砂 (1～5cm程度の河原石多合)

灰オリーブシル ト鉄分含む

灰色粘土鉄分含む
灰色粘質土鉄分含む
暗オリーブ色砂 (1～5cm河 原石多含)

灰色砂 (lmm程度の砂粒)

黄灰色粘質シル ト鉄分含む

4m

10 Hue25Y
ll. Hue10Y
12 Hue5Y
13 Hue75Y
14 HueN
15 Hue10Y
16. Hue5Y
17.Hue7 5Y
18.Hue2 5Y
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Hue2 5Y 7/2 灰黄色砂質土鉄分含む

Hue5Y  7/2 灰白色シルト鉄分少含

(直径5～ 10cm程度の河原石多含)

Hue10YR 5/1 褐灰色シル ト鉄分多含
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2.出土遺物

調査区北半における出土遺物は、遺構に伴 うもの、包含層内のものにかかわらず、面積の割に

少量であった。内容は主に土師器皿・す り鉢・陶磁器といつた中世土器遺物であるが、中には曲

げ物や農耕具などの木製品も見られる。以下にその詳細を述べる。

S E l18(第 11図 ・図版 9)

S E l18か らの出土遺物は、

土師器皿・漆器椀・石製品・

曲げ物である。

土師器皿 (1。 2)はいず

れも小片である。16世紀前半

頃のものである。漆器椀 (3)

は部分的に金箔が付着 してい

-1
~2

長三≡三三三三邑E三三Ξ三〕
'3

~4

ヤ 1

-2

3

10cm

第12図  S E174出土遺物実測図 (1/4)

4 等 Iこ 5

岡
円
脚
―――
―――
旧
旧
俎

第11図  S El18出 土遺物実測図 (1/4)

る。底部は残存 していない。石製品 (4)は用途不明品である。意図的に平 らにしたと思われる

面を持ち、その所々に加工痕が残る。 しか し、表面は磨かれてはおらず、質感は未加工の自然石

と同様である。曲げ物 (5)は井戸の底部付近から出土した。直径12cmほ どであ り、全体の 1/2

ほどが残存 している。

S E 174(第 12,13図 。図版 9)

S E 174か らの出土遺物は、土師器皿・青磁椀 。す り鉢・弥生土器である。

土師器皿 (第 12図 1～ 4)は S El18出土の土師器皿と同様に、いずれも小片である。時期に

ついても、 S El18の ものとほぼ同時期であ り、16世紀前半頃のものと考えられる。青磁椀 (第

12図 5)は完形品ではないが、口縁部から底部に至るまで残存 していて、状態は良好である。胎

土は赤褐色を呈する。なお、高台部の畳付の内側まで施釉されてお り、良品であると言える。す

り鉢 (第 12図 6・ 7)は底部のみ残存 している個然 と、口縁部から体部の上半にかけて残存 して

いる個体があるが、いずれも残存状態が良好でないため、内面の掻き目の本数及び掻 き目の間隔

が確認できない。

-13-
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S E 174か ら出土 した弥生土器 (第 13図)は、外面調整

の叩き目の様子などから弥生時代後期のものと思われる。

残存状態は良好である。

S X217(第 14図 。図版 9)

S X217か らの出土遺物は、木製品 (1～ 4)である。 1

は農耕具の一部であることがわかるが、 2～ 4はいずれも

(1/4)用途不明の木製品である。

0         10cm

第13図  S E174出 土弥生土器実測図
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S E211(第 15図 ・図版 9)

S E211の 出土遺物は井戸瓦である。

江戸時代末 (19世紀)頃のものである。井

戸瓦は前述の通 り縦約30cm、 横約25cm、

厚みは約 3 cm程度である。今回は井戸枠

内の埋土について、瓦三段分のみを掘 り

下げる形で調査を行い、井戸枠外である

井戸の掘 り方埋土については、安全面や

作業上の問題から、瓦一段分を掘 り下げ

るに止めた。よって、井戸瓦の取 り上げ

も一段分のみとした。文様についても前

述の通 りくさび形であり、 くさび形の本

数及び方向については、一段 (10枚)す

べてにおいて異なる。

' I   1 2第14図  S X217出 土木製品実測図 (1/4)

o                     20cm

第15図  S E211井 戸瓦拓影 (1/4)
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十
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S X300(第 16図 ・図版 9)

S X300の 出土遺物は、石臼

のみである。石臼は、擦 り合わ

せ面が全周の 1/6ほ ど残存 し

ている。擦 り合わせ面の線刻は

面を均等に 8分割する形で、面

の中央から外側へ向けて放射状

に入ってお り、中央に穿たれて

いる孔の一部が残存 している。

擦 り合わせ面の線刻による分

害Jは、 6分害J・ 8分害Jと ヤヽった

偶数の分割のものが主流である

が、 5分害Jや 7分割のものもご

く少数ながら見受けられるよう

である。

包含層出土遺物 (第 17図 ・図版

9)

包含層内において出土 した遺

物は、弥生土器・土師質高杯 。

布留式甕 。高杯・須恵質平瓶・

土師器皿・瓦器椀 。す り鉢・白

磁椀・卸 し目皿・煙管・銭貨で
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第16図  S X300出 土石臼実測図 (1/4)

ある。

弥生土器 (1・ 2)は、叩き目及び底部の形態などから、弥生時代後期のものと考えられる。

土師質高杯 (3・ 4)は古墳時代のものであ り、ともに淡赤褐色を呈する。色調・胎土が類似 し

同一個体である可能性 も含まれるが、接合関係はない。布留式甕 (5)は調査区北端の側溝内よ

り出土 した。高杯 (6)は古墳時代のものである。前述の 3。 4の高杯に比べて若千新 しい。須

恵質平瓶 (7)は 口縁部から顎部にかけて残存 している。焼成は良好であり、灰色を呈する。 8

世紀頃のものである。土師器皿 (8～ 11)は、 S El18。 S E 174で 出土 したものと同様のもので

あり、16世紀前半頃のものと考えられる。瓦器椀 (12・ 13)は樟葉型のものであり、14世紀半ば

頃のものである。す り鉢 (14)は 口縁部から体部にかかるぐらいまでが残存 してお り、15世紀後

半頃のものである。青磁椀 (14。 16)は いずれも14世紀後半から15世紀前半頃のものと考えられ

// ィ 十 ~~~―
、

＼
＼

/                                          

＼
 ヽ

＼
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る。16については底部内面に花文の線刻が施されている。卸 し目皿 (17)は 15世紀後半のものと

考えられる。煙管の雁首 (18)は 詳 しい時期はわからないが、江戸時代のものであろう。銭貨

(19～ 24)は それぞれ異なる年代のものである。19。 221よ皇宋通賓である。北宋銭であり、賓元

2年 (1039)に初鋳 された。20。 241ま おそらく天薦通費であると思われる。これも北宋銭であ り、

天薦元年 (1017)に初鋳された。21は永築通賓である。明銭であり、永楽 6年 (1408)に初鋳 さ

れた。主に朝貢貿易の下賜用 とされるものであり、日本においても江戸時代初頭に正貨の役割を

担っていた。23は開元通賓である。初鋳は唐代に遡 り、和同開赤のモデル銭貨とされている。以

上のように、銭貨は年代に幅が見られるが、北宋銭については実際に鋳造 していた年代のものが

出土 した可能性は低い。現地で使用されなくなったものが日本に流通 したか、あるいは日本で造

られた粗鋳銭の類であると考えられる。

ミ三Ξ三三玉巨Ξttpを
   Ч 0

-9  
く匡≡

=巨

至霊雷富盲″
1

＼迅 王

③
09韻餞 1

畿2簸3餞4

0                     10cm
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第17図 包含層出土遺物実測図 (1/2・ 1/4)
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(2)調査区南半における調査の概要

調査区南半における調査は、平成17年 6月 1日 から同年8月 5日 まで行なった。6月 1日 から

6月 27日 までの約一ヶ月間については、調査の作業効率を上げるため、中央部東西方向に約4m

幅の車両用進入路を残した状態で、北半 。南半を同時進行した。

L

N

Ｌ

一
Ｓ

L=12.Om

l.撹乱 (埋管造成)

2.盛土 (鉄分混入土)

3.撹乱

4,Hue5Y 6/1 灰色砂質土鉄分含む

5。 Hue2.5Y 6/2 灰黄色砂質土

6.Hue7.5Y 4/1 灰色粘砂土鉄分多含

7. Hue10YR
8, Hue5Y
9. Hue5Y

第19図 調査区南半 東壁土層断面図 (1/120)

明黄褐色粘質土鉄分多含

灰色粘土鉄分含む

灰オリーブ色粘質土鉄マンガン多含

お

Ａ

２
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1.検出遺構

主な検出遺構 としては、北半と

同様に石組の井戸が 1基、近世遺

物が大量投棄された大きな落ち込

み状遺構、土師器皿 。す り鉢・羽

釜などが多 く出土 した東西方向の

溝、土師器皿の大量埋納遺構、東

西方向の大型柱列などが挙げられ

る。それぞれの詳細について以下

に述べていく。

大型柱列 (第20図 。図版 6, 7)

調査区南半中央付近において、

南北 。東西ともに約 lmの掘 り方

を持つ東西方向の柱穴 を検出 し

た。2町から)贋 にP551・ P574・ P

521・ P513で あり、柱穴の間隔は

西から3m。 3m・ 4mと なって

いる。 P574以外 については柱穴

の底部に礎盤石が座っていた。東

西方向のみの検出であり、直行方

向である南北の延長と東西の延長

の有無を確認するために断割を行

なったが、断面上でも確認できな

かった。柱穴の掘 り方の直径が約

lmと いう一列のみの大型柱列で

あり、加えて柱間距離も一定でな

いことから建物ではないようであ

る。

出土遺物は P574以外はいずれ

も少量であったが、 P574に 関し

ては瓦器椀 。土師器皿・陶器など

が出土 した。他の柱穴と比較 して

め
に
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出土遺物が多 く、礎盤 も持たないの

で大 きく様相が異なるが、断面上に

は柱痕跡を確認 したので、柱穴であ

ることは確かである。礎盤について

は、抜 き取られた可能性が高いと考

えている。

S D 544(第21図 。図版 5)

調査区南端で検出した、東西方向

の幅約0.8m、 深 さ約15cmの溝であ

る。東端は S X530に 切 られ、西端

は調査区外へ続いているため、全長

は確認で きなかった。 S X530か ら

西に3mあ たりで集中的に遺物が出

土 した。出土遺物は土師器皿 。す り

鉢・瓦質土器・陶器などの中世遺物

である。大型柱列 と同一方向に延び

てお り、 P574出 土遺物 との時期 も

ほぼ同一であることを踏まえると何

らかの施設及びそれに伴 う溝という

可能性 もあるが、大型柱列との間隔

がかなり広いので関連性は薄い。

S E 543(第22図・図版 4)

調査区南端で検出した、石組の井

戸枠を持つ井戸である。掘 り方の直

径 は約2.7m、 深 さは約1.6mで あ

る。北半で検出した石組井戸のSE

l18、 S E 174よ りも石組の残存状態

が良好である。石材はすべて自然石

を使用 している。井戸底 より約0。 5

m上部から湧水層 となっている。出

土遺物は土師器皿 。す り鉢であり、

15世紀後半頃のものと思われる。 第21図  S D544平面図・断面図 (1/30)
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S E 560(第23図 )

調査区南西端で検出した素掘 り井戸である。円形の掘 り方であり、掘 り方の直径は約1.6m、 深

さは約1.3mである。底部直上で湧水層 となっている。調査区北半で検出した石組の井戸枠を有

する井戸 と比較 して、検出面から底部までの深さが浅 くなっていることから、恒常的に利用する

井戸 とは違い、短期間における水の利用 目的があって掘削 した井戸である可能性 も考えられる。

なお、埋土内からの出土遺物はなかった。

S K630(第 23図 )

調査区北端において検出した、南北 。東西 ともに約 lmの掘 り方を持つ土坑である。検出面か

ら底部に至るまでの遺構埋土内全体において、土師器皿 。瓦器皿・瓦器椀・壺・鉢・羽釜が大量

に出土 した。他の遺構 と比較すると、瓦器椀の出土量は顕著である。羽釜についてはそのほとん

どが煤の付着 したものであり、生活における実用品であつたことがわかる。遺構については、廃

棄用土坑である可能性が高いと思われる。

SK630
Ｌ

一Ｗ

1. Hue10YR
2. Hue2 5Y

褐灰色粘質土焼土鉄分含む

黄灰色粘質シル ト

0                      2m

1. Hue5Y  5/1
2. Hue25Y 5/1
3, Hue75Y 4/1
4. Hue25Y 5/6

灰色砂質土鉄多含

黄灰色粘質土鉄多含

灰色粘質シルト鉄少含

黄褐色粘質土

第23図  S E560。 S K630断面図 (1/40)

S K575(第 24図・図版 8)

調査区北端で検出した、南北約0。 8m、 東西約1.5m、 深さ約0.4mの 楕円形の掘 り方を持つ土坑

である。検出面から底部に至るまでの遺構埋土内全体において、土師器皿が何層にもわたって集

積された状態で出土 した。完形品も多 く、出土状況は極めて良好であった。土師器皿の集積の中

ほどから、直径12cmほ どの円形の鉄製品が出土 した。土師器皿は、部分的に火を受けるなど、灯

明皿 として用いられていた痕跡があるものが多かったので、検出時は廃棄用土坑であると考えた

が、鉄製品の出土により、廃棄ではなく地鎮などのような何らかの祭祀を行った場として機能し

ていた可能性が高いと考えられる。
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1.Hue5Y 6/1 灰色シルト焼土・鉄分含む

第24図  S K575平面図・断面図 (1/10)
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S X530(第 25図 )

調査区東端で検出した、南北約 5m、 深さ約1.6mの 落ち込み状遺構である。東半分については

調査区外 となっているため、東西の延長については不明である。

検出面より約1.4m下からは湧水層 となっていたことから、井戸のように水を恒常的に得 られ

るような構築物があったことがわかる。江戸時代に、伏見から山崎・芥川 。郡山・瀬川・昆陽 。

西宮を経て兵庫に至る、山崎通という本街道 とは異なる街道が存在 した。本街道の伏見 。大坂間

の交通量の多さを回避するため、西国 。中国・四国などの大名や一般の武士、庶民の通行が多い

重要な街道であったようである。そして、その様子を描いた『山崎通分間延絵図』に、現在は史

跡桜井駅跡内に覆屋を建てて保存されている旗立松 とともに、旗立松に隣接する形で池が描かれ

ていることから、その池に該当する遺構である可能性が高いと思われる。 S X5301こ おける出土

遺物は土師器皿・陶磁器 。墨書入 りの曲げ物 。木製椀・櫛・土人形・陶製の置物などがある。

Hue10Y  7/1
Hue5Y   7/1
Hue2 5Y  6/2
Hue2 5Y  5/2
Hue2 5Y  6/3
Hue10YR 5/1
Hue2 5Y  4/1
Hue7 5Y  5/1
Hue2.5GY 5/1
Hue2.5Y  5/3
Hue7.5GY 5/1
Hue5GY  4/1
Hue7.5YR 3/4
Hue10GY 5/1

灰白色砂質土鉄分含む

灰白色粘質シル ト鉄分含む

灰黄色砂質土鉄分含む

暗灰黄色粘質土

にぶい黄色シルト (lcm程度の礫少含)

褐灰色粘質シルト焼土・鉄分含む

黄灰色粘質シルト鉄分多含

灰色粘土鉄分含む

オリーブ灰色粘砂土鉄分含む

黄褐色砂 (1～ 3cmの礫)

掲灰色粘土

暗オリーブ灰色砂 (lcm程 度の礫多含)

暗褐色砂鉄分多含

緑灰色粘土鉄分含む

L=110m

2m

第25図  S X530断 面図 (1/40)

S K553(第 26図・図版 5)

調査区中央付近で検出した、東西約0.6m、 南北約 lm、 深さ約0。 3mの土坑である。出土遺物

は三脚付 きの瓦質鉢・土師器皿・石臼片である。石臼は調査区北半で検出した S X3001こ おいて

出土 した石臼と同様のものであるが、同一個体ではない。

-25-



/多
道路状遺構 (第27図 )

調査区北半東端において調査 し、確

認するに至らなかった道路状遣構につ

いては、南半においてもS X530の北

側で細礫層を検出した。北半と同様に

断割を入れたところ、 2ヶ 所設けた断

割の双方ともにおいて道路側溝を確認

することができた。

北側の断割では、西 。東両方の道路

側溝を確認 した。側溝間の心々距離は

約 6mである。路面 も若千削られてい

たが、確認できる状況であつた。路面

及び側溝の埋土内における出土遺物は

なかった。南側の断割では、東の道路

側溝のみを確認 した。路面について

は、北側の断割と同様である。今回検

出した道路については、座標の南北にほぼのる形で通ってお り、側溝の心々距離も約 6mと 広い

ことから、西国街道である可能性が高い。

L=110m

l.Hue2.5Y 7/2 灰黄色砂 質土焼土含 む

0                  1m

第26図  S K553平面図・断面図 (1/20)
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褐灰色粘質シルト鉄分含む

灰黄色粘質シルトよくしまった土 (道路西側溝)

暗灰黄色粘砂土 (lcm程度の礫多含)

灰色砂質土 (1～ 5cm程度の河原石多含)

黄褐色砂質土 (1～ 5cm程度の河原石多含)

褐灰色粘質シルト鉄分含む

灰オリーブ色砂質土 (1～ 5cm程度の河原石多含)

第27図 道路遺構部断割断面図 (1/80)

0                     4m

9. Hue5Y
10. Hue10Y
ll. Hue2.5Y

12. Hue2.5Y

13. Hue5Y
14.Hue5Y

灰オリーブ色砂質土

灰色粘砂

明黄褐色粘質砂

黄灰色粘土

灰色粘土鉄分含む

灰オリーブ色粘質土
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2.出土遺物

調査区南半においては、前述の調査区北半に比べてかなり多 くの遺物が出上 した。内容は、北

半 と同様に中世期の遺物が大半を占めているが、北半の遺構で出土 したものよりも相対的に若千

古相を示す。しかし、北半の包含層出土遺物に含まれたような弥生土器や布留式甕などの古代以

前の遺物は見 られなかった。南半における出土遺物の構成の特徴 としては、調査区北半 と異な

り、瓦器椀の出上が顕著に見 られるということである。中世期遺物以外では、S X530か ら出土 し

た近世期の曲げ物・陶磁器等があ り、南半における遺物の時期 としては概ね13世紀から19世紀に

相当するものが含まれている。それぞれの詳細については以下に述べる。

大型柱列 (第28図・図版11)

大型柱列における出土遺物は、土師器皿・瓦器椀 。脚付 き羽釜などである。土師器皿 (1～ 6)

は、調査区北半の遺構で出土 した土師器皿 とほぼ同じで、15世紀後半頃のものである。瓦器椀

(7・ 8)は 13世紀末から14世紀前半頃のものである。 7は外面調整のユビナデ痕の残 りが顕著

であ り口縁部の内側に沈線が見 られないので大和型に該当すると考えられる。 8は北半でも出土

が見 られた様相のものであ り、この地域の主流である樟葉型に該当する。脚付 き羽釜 (9)は瓦

質であ り、瓦器椀 とほぼ同時期のものである。

S D544(第 29図 。図版10)

S D 544の 出土遺物は、土師器皿 。火鉢・壷・青磁・羽釜 。す り鉢などである。土師器皿 (1

～10)は、前述の大型柱列 と同様、15世紀後半に相当する時期の ものである。火鉢 (11)。 壷

(12)と もに14世紀のものである。青磁 (13・ 14)は 15世紀頃のものと思われる。14に ついては、

底部内面に線刻が施されている。羽釜 (15)・ す り鉢 (16)も 14世紀後半から15世紀前半のもの

である。

▼
~2

3

● ―

1 ・ 6-― P551
2^ψ 5 。 7 ・ 9-― P574
8-― P581

9
20cm

第28図 大型桂列出土遺物実測図 (1/4)
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第29図  S D544出土遺物実測図 (1/4)
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S E543(第 30図 。図版14)

S E543の 出土遺物は、

土師器皿・す り鉢である。

土師器皿 (1～ 5)は、

前述の大型柱列などと同

様に15世紀末頃に相当す

る。す り休 (6)につい

0          10cm

第30図  S E543出 土遺物実測図 (1/4)

ても土師器皿 と同様、15世紀末から16世紀前半に相当するものである。

S K630(第 31図 ・図版12,13)

S K630の 出土遺物は土師器皿・瓦器皿・瓦器椀・甕・鉢・羽釜である。土師器皿 (1～ 12)

は前述の遺構 と同時期のものも含まれるが、やや古いものが多 く、13世紀半ばから後半頃のもの

と考えられる。 4については底部の中心に l cm強 の穿孔が見 られる。これについては、穿孔のあ

る部分に蝋燭を立て、明かり取 りとして用いた可能性が考えられる。瓦器皿 (13)は古相の土師

器皿 と同時期のものと考えられる。瓦器椀 (14～ 19)はやや古相のものであり、13世紀前半頃の

ものと思われる。瓦器椀については出土量が多 く、今回図示 した以外にも残存状態の良好なもの

が多 く見 られるが、そのほとんどが樟葉型に該当する。中には大型柱列出土遺物で も見 られた大

和型 も含まれるが、相対量としてはかなり少ない。土師器甕 (20)・ 鉢 (21)・ 脚付 き羽釜 (22)。

羽釜 (23)は土師器皿・瓦器椀よりも若干新 しい印象を受ける。13世紀末から14世紀初頭頃のも

のであろう。
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第31図  S K630出土遺物実測図 (1/4)
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S K575(第 32図 。図版15)

S K575の 出土遺物は、土師器皿。鉄製品である。土師器皿については、個体数が約300点あり、

その一部を図化 した。土師器皿 (1～26)は、 S D 544出 上のものと同様に、15世紀後半頃に相

当する時期のものである。法量・焼成・胎土などの属性については各個体でばらつきがあるが、

直径 7 cm前後のものが S K575に おける出土構成の主体 となってお り、全体の過半数を占めてい

る。それに準ずる形で直径 9 cm前後のものがある。これについては全徳の20%ほ どを占めてい

る。加えて、絶対数としてはごく少量ではあるが、直径13cm前後のものも見 られる。土師器皿の

W4  くくここ三三三]三二::テ
;:I

20cm

当 Ч
彰 Ч
Ч    

冥三:ΞflttΞ冨戸ィ0
Ч         

く三三::::::::][::::::::'|'1

革
       Ч 2

幸     W3

0

集積の中ほどより出土 した

鉄製品は、直径12cmほ どの

円形のものである。鉄錆が

大量に付着 しており、原形

を捉えにくい状態である。

そのため、元々の性格は不

明であるが、中心部に突起

状のものが見られるため、

経筒の蓋や門扉の金具など

が可能性 として挙げ られ

る。第32図  S K575出土遺物実測図 (1/4)

S K553(第 33図 。図版11)

S K553の 出土遺物は、瓦質鉢・土師器皿・石臼である。瓦質鉢 (1)は脚付 きのものである。

脚は三方向に付けられており、面取 りを施すなど丁寧な作 りをしている。土師器皿 (2)は前述

の遺構のものと同様に、15世紀後半頃のものである。石臼 (3)は前述の通 り、 S X300で出土

したものと同形のものである。 S K553の ものも擦 り合わせ面の一部が残存 している。

第33図  S K553出土遺物実測図 (1/4)

晦 こを続汀ア洗冷今γ
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S X530(第 34図 。図版

14)    ′

S X530の 出土遺物

は、土師器皿・陶磁器・

漆器椀・櫛・曲げ物な

どであ る。土 師器 皿

(1・ 2)は、これま

で述べてきた南半の遺

構出土のものよりも若

干新 しく、16世紀半ば

以降のものである。陶

磁器 (3～13)は 肥前

産のもの (伊万里・唐

津)力Sその大半を占め

ているが、波佐見も見

られ る。器種構 成 は

皿・椀を主体としてい

る。

陶磁器については、

~2ヤ
1

そこミとこ_
呼

υ

~~3 甲
12

%院而而院絣?1          16

■―~18
20cm

第34図  S X 530出土遺物実測図 (1/4)

出土点数が多かったため、一部を図イヒした。 3は軟質の施釉陶器であり、外面は型押 しにより成

型をしている。 4は丸椀であり、高台部分を除いて施釉されている。 5は唐津 と考えられる椀で

あり、高台部のみが残存 している。意図的に上部を打ち欠いたような痕跡が見 られる。 6～ 8。

10～ 13はいずれも染付椀である。 7は「くらわんか」 と呼ばれるご飯茶碗である。12・ 13は筒茶

碗であり、現在の湯呑みに相当する。 9については陶器皿であり、高台の畳付以外を除いて施釉

されている。漆器椀 (14・ 15)は 汁椀である。櫛 (16)は残存状態があまり良好ではないが、 S

X530に おいて食器以外の生活用品が出土 したということを示す貴重な遺物である。曲げ物 (17。

18)に ついては、17の表面には墨書が見られるが、何 と書かれているのかは現時点では不明であ

る。18は、調査区北半の S E l18の 出土遺物でも見 られた円形の曲げ物である。陶磁器及び漆器

椀など木製品については、いずれも17世紀後半から18世紀半ば頃のものと考えられる。今回図化

をしなかった出土遺物についてもその多 くは陶質の人形や土人形・土鈴・陶磁器など江戸時代の

ものであり、池としての利用を終えた際に、不要となった生活用品を廃棄 した可能性が高いと考

えられる。

-31-



Ⅲ まとめ

今回の調査において、中近世期における桜井駅跡遺跡の全容を知る手がかりを得たので、以下

にその成果及びそれに基づいた考察を行うこととする。

まず、遺構面の存続時期については、北半では出土遺物により、15世紀後半から16世紀前半に

該当することがわかった。遺構を伴わない遺物 として、弥生時代後期に該当する甕が出土 した

が、これについては遺構面を検出しなかった。弥生土器の残存状態が比較的良好であったことか

ら、土器そのものの長距離移動はなかったと思われる。桜井駅跡遺跡の北西に広がる、弥生時代

に相当する桜井遺跡の遺構面が、より広範囲に及び断続的に存在する可能性 も今後考えていく必

要があるだろう。

南半では、13世紀前半から19世紀前半までの 6世紀間に相当する遺物が出土 した。今回の調査

遺構面は15世紀後半から16世紀前半のものと思われるが、部分的に強 く入力掘削を行い調査面の

下層遺構面を検出している。しかし、13世紀、15世紀～16世紀前半、17世紀後半～19世紀前半に

相当する遺物は出土 したが、14世紀及び16世紀後半～17世紀前半に相当する遺物は出土 しなかっ

たことから、当該地における土地利用が断続的であったことが判明した。当該地は桜井駅跡遺跡

の包蔵地であるが、桜井駅跡として比定される根拠 となっている楠木正成・正行父子訣別の伝承

の年代である14世紀前半の遺物は出土 しなかったことから、少なくとも今回の調査地において

「桜井駅」が存在 した可能性は低いと考えている。それに加え、今回の調査地近辺に存在 したと

されている大原駅についても、駅の成立時期である平安時代初め頃の遺物が見 られなかったた

め、今回の調査地に存在 した可能性は低い。

検出遺構から見て取れる調査成果としては、調査区北半・南半ともに複数の井戸を検出したこ

とから、現在 と同様、中近世期においても調査地周辺は人々の水源として適 した地であったこと

が窺える。それに加えて、南半で検出した池であると考えているS X530の 存在 も、水に恵まれた

土地であったことを示 している。調査区南半中央部における大型柱列については前述の通 り、柱

間距離が西から3m。 3m・ 4mと均―でないこと、直交方向に柱穴を検出しなかったことを踏

まえると建物であった可能性はないに等 しい。しかし礎盤石として用いられている石はかなり安

定感のあるものであり、石の大きさから直径30cm程度の柱が立てられていたと想定できる。居住

空間を仕切るための塀や神社の鳥居など、建物以外で安定感を要する施設であると考えられる

が、いずれにしてもそれがどのような性格のものであるのかを確定付ける要素がないため、詳細

については不明である。今回の報告はあくまで概要であり、それぞれの遺構・遺物についてはま

だまだ検討の余地があるので、今後類似する調査事例を調べ、検討を加えていきたい。
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